
  海と地球の科学を学ぶ 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ  ５月活動報告 

 

■日時：令和４年５月２９日（日）10：00～16：00  

■会場：マリエント3階ウミネコシアター及び4階会議室 

参加者：シニア会員10名・ジュニア会員1名、プラチナ会員2名、シニア会長・副会長・・・計16名 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニア 

JpGU（日本地球惑星科学連合）2022年 

オンライン大会 
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発表者番号 タイトル 高等学校名
5/22 現地

発表の有無

O08-P01 鹿児島県立国分高等学校 桜島の降灰量と風向の季節変動に関する研究 ×

O08-P02 鹿児島県立国分高等学校 部分月食と成層圏エアロゾルの分布に関する研究 ×

O08-P03 池田学園池田高等学校
「大場美佐の日記」の江戸期の「降水率」を推定するー「詳細率」を

使った天候復元の試みー
〇

O08-P04 池田学園池田高等学校 火山ガス簡易測定法の開発と指宿・霧島・桜島における実証 〇

O08-P05 静岡県立下田高等学校 白田川は硫黄コロイドによる光の散乱で青白く見える 〇

O08-P06 静岡県立下田高等学校 高性能の糸電話を作るには 〇

O08-P07 兵庫県立西脇高等学校
様々な化石から見る東条湖の地層~神戸層群の白川地域と三田地域の

対比を目指して~
×

O08-P08 福井県立藤島高等学校 福井地震断層の研究Ⅹ～西縁断層での地震の考察～ 〇

O08-P09 宮城県多賀城高等学校 蔵王火山の噴火シミュレーション ×

O08-P10 宮城県多賀城高等学校 河川侵食と私たちができる防災対策 〇

O08-P11 宮城県多賀城高等学校
都市型津波と対策について ～津波発生装置を用いた津波シュミレー

ション～
〇

O08-P12 東京都立多摩科学技術高等学校 電磁波による地震予知 ~被害地震の前兆を捉えて減災の実現にⅢ～ 〇

O08-P13 静岡県立磐田南高等学校 堆砂垣による磐田市遠州灘鮫島海岸の海岸保護 ×

O08-P14 静岡県立磐田南高等学校
2021年7月13日に観測された雷光と 気象記録による雷放電を伴う積

乱雲の特定
×

O08-P15 静岡県立磐田南高等学校 太陽の黒点相対数と宇宙線検出数の相関および周期性 ×

O08-P16
マリエント「ちきゅう」たんけんクラ

ブ・シニア
洋野町「辰の口」は三陸ジオパーク・ジオポイントになれるか ×

O08-P17
横浜市立横浜サイエンスフロンティア

高等学校
黒雲母花崗岩の成分による放射線量の違い 〇

O08-P18
横浜市立横浜サイエンスフロンティア

高等学校
環境変動による佐島海岸で見られる有孔虫の変化についての考察 〇

O08-P19
横浜市立横浜サイエンスフロンティア

高等学校
地球照の観測による地球の観測 ×

O08-P20 静岡県立韮山高等学校 伊豆半島南北のマイクロプラスチック比較 〇

O08-P21 静岡県立韮山高等学校 柱状節理形態の統計的観測とその成因に関する研究 〇

O08-P22 栄東高等学校
地震への備えを考えることを目的とした栄東中学・高等学校の全生徒

教職員対象の「地震アンケート調査」
〇

O08-P23 茨城県立日立第一高等学校
河川が氾濫する気象的、地理的条件～宮田川の過去と現在の比較から

～
×

O08-P24 茨城県立日立第一高等学校 代替品としての紙製品は本当に環境に良いのか ×

O08-P25 茨城県立日立第一高等学校 ソーラーパネル横に置くか上に置くか ×

O08-P26 静岡県立富士高等学校
富士山の斑晶に富む玄武岩質溶岩の液体‐固体遷移：高温溶融実験に

よる制約
×

O08-P27 兵庫県立姫路東高等学校
逆ムペンバ現象の発現条件の解明 －大気中の水滴の凝結や氷晶の融

解の新しい知見となる可能性－
〇

O08-P28 兵庫県立姫路東高等学校 デイサイトの角閃石から熱水残液の影響を記録する微細構造を発見 〇

O08-P29 聖光学院高等学校 世界の岩塩に含まれる特定の炭素源を用いる高度好塩菌の単離と同定 〇

O08-P30 奈良県立青翔高等学校 耐震マットの性能評価 ×

O08-P31 高知県立室戸高等学校
ユニバーサルデザインと地質情報-あらゆる人に地球のメッセージを

伝えるために-
〇

O08-P32 本郷高等学校 ＲＯＣＫ-ＧＵＡＲＤ法によるビスマス骸晶の酸化膜の観察 〇

O08-P34 立命館守山高等学校 琵琶湖におけるマイクロプラスチックの個体数密度と成分- 〇

O08-P35 宮城県利府高等学校 地震波の震動と建物の筋交い構造 ×

O08-P36 宮城県利府高等学校 魚類の生命活動を活発にする土質の要件 ×

O08-P37 鳥取県立鳥取東高等学校 鳥取砂丘と地下水が生んだ奇跡！　～えっ！？砂丘にわさび！？～ 〇

O08-P38
神奈川県立平塚中等教育学校、江戸川

学園取手中学校
宇宙線到来頻度の方位角依存性 〇

O08-P39 城北高等学校 石神井川のマイクロプラスチックおよび水中の汚染物質の分布 〇

O08-P40 城北高等学校 福徳岡ノ場から来た軽石の採取地による違い 〇

O08-P41 市立札幌開成中等教育学校 2016年に熊本で発生したM6.5の地震における静音化の解析 〇

O08-P42 長野県屋代高等学校 虹を見る夜～月虹の発生条件の検証～ ×

O08-P43 長野県屋代高等学校 長野気温予想 ～過去の経験に基づく予報～ ×

O08-P44

大阪府立今宮工科高等学校 定時制の課

程 / 大阪府立大手前高等学校 定時制の

課程

「固体版クロマトグラフィ」をめざして　第3報 ～微小重力と磁場勾

配を用いて岩石構成粒子から化石を分離・同定～
〇

O08-P45 熊本県立第一高等学校 火星で発生した大規模ダストストーム ×

O08-P46 山形県立山形東高等学校 積雪計作製に向けた水と雪を用いての宇宙線測定 〇

O08-P47 開成高校 富士山での宇宙線測定 ×

O08-P48 兵庫県立加古川東高等学校 中庭内のエアコン排熱が中庭内部の循環に及ぼす影響 ×

O08-P49 静岡県立静岡東高等学校 フィリピン海プレート起源の温泉と微動発生帯の空間的分布 ×

O08-P50 獨協埼玉中学高等学校
田んぼの稲はなぜ波打つのか ~自作風向風速計を用いた「穂波」現

象の解明~
×

O08-P51 市川学園市川高等学校 下総台地北西部 美濃輪湧水の水質変化と集水域環境 〇

O08-P52 市川学園市川高等学校 千葉県旭市における神社と津波の関係性 〇

O08-P53 市川学園市川高等学校 成田空港の滑走路に沿った霧の分布 ー2011年～2012年の例ー 〇

O08-P54 市川高等学校
非公式緑地に対する市民意識と利用の可能性ー四街道市鷹の台地区を

事例とした空き地に関する活用方法及び考察
×

O08-P55 岐阜県立八百津高等学校 アメリカザリガニから学ぶSDGｓ ×

O08-P56 中央大学附属中学校・高等学校 深層学習を用いた流星出現シグナルの解析・検出システムの開発 〇

O08-P57 愛知県立一宮高等学校
ターコイズフリンジの 色彩に迫る ～2021.11.19 月食における本影

境界付近の RVB光量分布～
×

O08-P58 岐阜県立岐山高等学校 河川堆積物に含まれるマイクロプラスチックの調査２ ×

O08-P59 京都府立嵯峨野高等学校
日本茶発祥地付近でのチャノキ栽培に向けた土壌調査　～嵯峨野高校

校有林茶栽培プロジェクト～
×

O08-P60 京都府立嵯峨野高等学校
芳香剤の開発　～ヒノキ(Chamaecyparis obtusa)間伐材とソメイ

ヨシノ(Prunus × yedoensis)について～
×

O08-P61 福井県立若狭高等学校 サボニウス型風力発電機に関する研究 ~2枚羽と3枚羽の比較から~ ×

O08-P62 福井県立若狭高等学校 若狭のプラスチック抑制戦争　～現状把握から課題解決まで～ ×

O08-P63 高知県立高知小津高等学校 スプライトと雷の電荷モーメントの関係性 〇

O08-P64 仙台白百合学園高等学校 広瀬川におけるラドン濃度の測定 ×

O08-P65 逗子開成高等学校 海山模型の熱輸送能力の検証 〇

O08-P66 逗子開成高等学校 海星白墨～ヒトデを使ったチョークの特徴を探る～ 〇

O08-P67 逗子開成高等学校 海藻を媒体としたカーボンニュートラル 〇

O08-P68 逗子開成高等学校 逗子開成周辺の3Dマップ作成と災害時のシュミレーション 〇

O08-P69 東京学芸大学附属高等学校
多摩川の流域における土地利用と水質の関係について -フィールド

ワークとGISデータを用いて-
〇

O08-P70 海城高等学校
タンクモデル法を応用した新たな地下水位予測モデルの開発ー新宿区

立おとめ山公園周辺地域を例としてー
〇

O08-P71 東京都立立川高等学校 多摩ニュータウンの開発による河川の流路変遷と丘陵地の盛土・切土 ×

O08-P72 東京都立立川高等学校 太陽光発電と気象条件 ×

O08-P73 東京都立立川高等学校 立川段丘と立川断層 ×

O08-P74 東京都立立川高等学校 デジタル一眼レフカメラとSQMを用いた夜空の明るさ調査 ×

O08-P75 長野県諏訪清陵高等学校 なぜ清陵高校の床には段差が生じるのか 〇

O08-P76 浅野高等学校
神奈川県大磯町の西小磯海岸付近に産する岩石の記載～特に炭酸塩岩

について～
×

O08-P77 宮城県古川黎明高等学校 現地調査に基づく地熱発電利用の現状と課題へのアプローチ ×

O08-P78 宮城県古川黎明高等学校 流星の分光観測による郡毎の含有する元素の特定 ×

O08-P79 宮城県仙台第三高等学校 仙台西部、古カルデラ群における地質構造に関する考察 〇

O08-P80
埼玉県立川越女子高等学校、立教女学

院高等学校
BNCTにおけるα線の生成量が最大となる照射方法の考察 〇
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さ ん か

しました。 

 

 



回数 日付 曜日 時間 場所 内容

1 10月2日 土 9:30-11:30 マリエント オリエンテーション

2 10月10日 日 9:30-11:30 マリエント 講義１

3 10月23日 土 9:30-12:00 マリエント 講義２

4 10月31日 日 9:30-11:30 マリエント 講義３

5 11月6日 土 9:30-11:30 マリエント 講義４

6 11月20日 土 9:30-11:30 マリエント 講義５

7 11月23日 火 8:30-12:30 八戸市～洋野町 巡検

8 12月4日 土 9:30-12:00 マリエント 講義６

9 12月12日 日 9:30-11:30 マリエント 講義７

10 12月18日 土 9:30-11:30 マリエント 講義８

11 2月19日 土 10:00-12:00 Zoom 講義９

12 2月23日 水 9:30-12:00 Zoom 講義１０

13 2月27日 日 9:30-11:45 Zoom 講義１１

14 3月5日 土 9:30-11:50 Zoom 講義１２

15 3月12日 土 9:30-11:30 Zoom 講義１３

16 3月20日 日 9:30-11:30 Zoom 講義１４

17 3月27日 日 9:30-11:30 Zoom 講義１５

18 4月2日 土 10:00-12:30 マリエント 講義１６

19 4月9日 土 10:00-12:00 マリエント 講義１７

20 4月16日 土 9:30-12:15 マリエント 講義１８

21 4月24日 日 9:30-12:00 マリエント 講義１９

22 4月30日 土 9:30-12:00 マリエント 講義２０

23 5月8日 日 9:30-11:30 マリエント 講義２１

24 5月14日 土 9:30-12:00 マリエント 講義２２

25 5月21日 土 9:30-11:50 マリエント 講義２３

26 5月28日 土 9:30-12:00 マリエント 前日リハーサル

27 5月29日 日 10:00-16:00 マリエント JpGU２０２２年大会

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニア

JpGU（日本地球惑星科学連合）2022年大会を目指して　主な活動日程

当
とう

クラブは２０１８年
ねん

大会
たいかい

より初
はじ

めて参加
さ ん か

をしておりますが、ほとんどのグループが高校
こうこう

単位
た ん い

での

参加
さ ん か

であるのにし、マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニアは初
はじ

めて八戸圏域
はちのへけんいき

の混合
こんごう

チームと

して認
みと

められ、参加
さ ん か

を続
つづ

けております。今回
こんかい

は５校
こう

の高校
こうこう

の生徒
せ い と

が集
あつ

まり大会
たいかい

まで学習
がくしゅう

と発表
はっぴょう

の練習
れんしゅう

を

重
かさ

ねてきました。 

大会
たいかい

までの取
と

り組
く

みについては下記
か き

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリエント近隣
きんりん

には 7カ所
か し ょ

のジオサイトがあります。ジオサイトとその周辺
しゅうへん

を巡検
じゅんけん

と、三陸
さんりく

ジオパー

ク認定
にんてい

ガイドから講義
こ う ぎ

を受
う

け JpGU2019年
ねん

大会
たいかい

より、三陸
さんりく

ジオパークをテーマに学習
がくしゅう

を継続
けいぞく

しており

ます。土日
ど に ち

を中心
ちゅうしん

にマリエントに集
あつ

まり、マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニア高橋
たかはし

 晃
あきら

 

会長
かいちょう

、井上
いのうえ

 貫之
か ん じ

 副会長
ふくかいちょう

、横
よこ

葉
は

 和浩
かずひろ

 副会長
ふくかいちょう

による講義
こ う ぎ

を実施
じ っ し

。 

当
とう

クラブには見聞
み き

きした事
こと

に疑問
ぎ も ん

をもち、学
まな

び調
しら

べた事
こと

を発信
はっしん

するという目標
もくひょう

があります。そこで、

多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらうために「ジオ紙
かみ

しばい」を作
つく

ることとし、その学習
がくしゅう

の成果
せ い か

をポスターにまと

め、オンラインでの発表
はっぴょう

に挑戦
ちょうせん

しました。 



本番前
ほんばんまえ

直前
ちょくぜん

練習
れんしゅう

及
およ

び最終
さいしゅう

確認
かくにん

  １０：００～                                     

１０時
じ

にマリエント３階
かい

ウミネコシアターに参加
さ ん か

メンバーが集合
しゅうごう

し、１２時
じ

４０分
ふん

から開始
か い し

される

参加者
さ ん か し ゃ

による概要
がいよう

説明
せつめい

と、１３時
じ

４５分
ふん

からのポスター発表
はっぴょう

の練習
れんしゅう

を行
おこな

いました。 

 

大会
たいかい

本番
ほんばん

まで、高橋
たかはし

会長
かいちょう

、井
いの

上
うえ

副会長
ふくかいちょう

、横
よこ

葉
は

副会長
ふくかいちょう

、ご

指導
し ど う

有難
ありがと

うございます。発表
はっぴょう

代表者
だいひょうしゃ

である下舘
しもだて

南帆
な ほ

さん

を皆
みんな

でサポートして力
ちから

を合
あ

わせて本番
ほんばん

に挑
いど

みましょう。 

 

 

 

 

 

 

１年
ねん

の集大成
しゅうたいせい

であり、昨年度
さ く ね ん ど

からのシニア活動
かつどう

の

締
し

めの活動
かつどう

でもある。来年
らいねん

の大会
たいかい

に向
む

けて他
ほか

のグル

ープの発表
はっぴょう

をメモしながら、充実
じゅうじつ

した１日
にち

にしま

しょう。 

 

１つ１つ確認
かくにん

しながら取
と

り組
く

んできました。今日
き ょ う

で

きないことは明日
あ す

も出来
で き

ません。課題
か だ い

はしっかりや

りきる事
こと

、苦手
に が て

な事
こと

にも挑戦
ちょうせん

することが大事
だ い じ

。多
おお

く

の人
ひと

達
たち

が応援、見守
み ま も

ってきたので、一人一人
ひ と り ひ と り

活躍
かつやく

し

てくれると嬉
うれ

しい。 

 

３年生
ねんせい

の皆
みな

さんは今回
こんかい

が最後
さ い ご

となりますが、１年生
ねんせい

、

２年生
ねんせい

のメンバーは、来年
らいねん

、現地
げ ん ち

に行
い

った時
とき

に今度
こ ん ど

は自分
じ ぶ ん

たちがしっかり説明
せつめい

と発表
はっぴょう

できるように 

今回
こんかい

しっかりと学
まな

びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸市水産科学館マリエント 吉井 仁美 館長 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニア 

高橋 晃 会長 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニア 

井上 貫之 副会長 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニア 

横葉 和浩 副会長 



○概要
がいよう

説明
せつめい

 １２:４０～ 

発表
はっぴょう

代表者
だいひょうしゃ

は、４階
かい

会議室
か い ぎ し つ

に移動
い ど う

し、井
いの

上
うえ

副会長
ふくかいちょう

ご指導
し ど う

のもとスタンバイ。 

1グループ４０秒
びょう

以内
い な い

での発表
はっぴょう

となります。 

今回
こんかい

、全
ぜん

８０グループ中
ちゅう

、たんけんクラブ・シニアの発表
はっぴょう

は１６番目
ば ん め

となるため、他
ほか

のグループの発表
はっぴょう

を聞
き

きながら順番
じゅんばん

を待
ま

ちました。 

概要
がいよう

説明
せつめい

を担当
たんとう

した、岩手
い わ て

県立
けんりつ

種市
たねいち

高等学校
こうとうがっこう

 

３年
ねん

 濱
はま

平
たいら

 菜那
な な

香
か

さん 

 

落
お

ち着
つ

いた様子
よ う す

で、練習
れんしゅう

の成果
せ い か

を発揮
は っ き

し、時間内に無事
ぶ じ

発表
はっぴょう

することが出来
で き

ました。 

 

 



ポスターコアタイム（１３:４５～１５:１５）                             

O08-P16 洋野町
ひろのちょう

「辰
たつ

の口
くち

」は三陸
さんりく

ジオパーク・ジオサイトになれるか 

今年度
こ ん ね ん ど

は、洋野町「辰の口」に焦点
しょうてん

を当
あ

てて、ジオサイトとしての適性
てきせい

を検討
けんとう

し発表
はっぴょう

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たんけんクラブのブレークアウトルームには開始早々参加者１２件集まり、多くの皆さんに興味関心をもってもらえた。 

東京大学 山口 様 

（感想）読みが上手い！ 

ここを調べたことがジオパークの魅力になると思う 

（質問）辰の口はいつからあるのか？（回答；名前は江戸時代から） 

金沢大学 青木 様 

（質問）ジオパークとしての適正について、不適正要素の崩壊・崩落のおそ

れがあるということについてもう少し詳しく説明をお願いします 

（回答；辰の口は、どんどん削られていて、地形変化が起きており、そうし

た時に形を残すことが出来ないのでジオサイトには出来ないと考えました） 

東北大学 学生 

（感想）非常に面白かったです。ジオ紙芝居の発想が良かったと

思います。 

（質問）具体的にはどういった人たちをターゲットに広げていき

たいですか？ 

（回答）大人から子供まで全員を対象としていて、また外国の人

にも広めたいと考えています。今回は、①子供向け、②中高生向

け、③英語（外国人向け）、④方言（南部弁）の４パターンで紙芝

居を作成しました。 



難
むずか

しい質問
しつもん

などもありましたが、会員
かいいん

同士
ど う し

で協 力
きょうりょく

しながら対応
たいおう

しました。 

発表
はっぴょう

終了後
しゅうりょうご

、応援
おうえん

のため Zoom から見守
み ま も

ってくださっていたマリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・

プラチナ会長
かいちょう

田代
た し ろ

省三
しょうぞう

様
さま

と一緒
いっしょ

に全員
ぜんいん

で記念
き ね ん

撮影
さつえい

しました。無事
ぶ じ

全
すべ

ての日程
にってい

を終 了
しゅうりょう

しました。 

 

 

最後
さ い ご

となりましたが、本発表
ほんはっぴょう

にあたり、御支援
ご し え ん

・御協力
ごきょうりょく

をいただきました国立
こくりつ

研究
けんきゅう

開発
かいはつ

法人
ほうじん

海洋
かいよう

研究
けんきゅう

開発
かいはつ

機構
き こ う

（JAMSTEC）、八戸市
は ち の へ し

、八戸市
は ち の へ し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

、JAMSTEC研究
けんきゅう

成果
せ い か

活用
かつよう

促進
そくしん

八戸
はちのへ

市議
し ぎ

会員
かいいん

連盟
れんめい

、多
おお

くの関係
かんけい

機関
き か ん

の皆様
みなさま

に心
こころ

より感謝申
かんしゃもう

し上
あ

げます。 

また、発表
はっぴょう

の資料
しりょう

作成
さくせい

等
など

ご指導
し ど う

くださいましたたんけんクラブ・シニア 高橋
たかはし

 晃
あきら

 会長
かいちょう

、 

井上
いのうえ

 貫之
か ん じ

 副会長
ふくかいちょう

、横
よこ

葉
は

 和浩
かずひろ

 副会長
ふくかいちょう

、本当
ほんとう

に有難
ありがと

うございました。 

  さらに、大会
たいかい

参加
さ ん か

にご理解
り か い

御協力
ごきょうりょく

をいただきました参加
さ ん か

メンバーのご家族
か ぞ く

の皆様
みなさま

、誠
まこと

に有難
ありがと

うござ

いました。 

多くの研究者
けんきゅうしゃ

や専門家
せ ん も ん か

の皆様
みなさま

から寄
よ

せられた意見
い け ん

や質問
しつもん

に生徒
せ い と

自身
じ し ん

で答
こた

えを導
みちび

き出
だ

し、取
と

り組
く

むこ

とにより会員
かいいん

一人一人
ひ と り ひ と り

が新
あら

たな知見
ち け ん

と広
ひろ

い視野
し や

を持
も

つことができる大変
たいへん

貴重
きちょう

な機会
き か い

となりました。 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・シニアといたしましては、この素晴
す ば

らしい体験
たいけん

の機会
き か い

を与
あた

え

ていただいた関係者
かんけいしゃ

の皆様
みなさま

に感謝
かんしゃ

し、来年
らいねん

も本大会
ほんたいかい

への出 場
しゅつじょう

を継続
けいぞく

して挑戦
ちょうせん

して参
まい

りたいと思
おも

います。 

将来
しょうらい

の海洋
かいよう

研究
けんきゅう

開発
かいはつ

に関
かか

わり海洋
かいよう

の未来
み ら い

を切
き

り拓
ひら

く人材
じんざい

育成
いくせい

を目指
め ざ

して、マリエント「ちきゅう」た

んけんクラブ活動
かつどう

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

に向
む

けスタッフ一同
いちどう

さらに精進
しょうじん

してまいりますので、今後
こ ん ご

ともご指導
し ど う

ご

協 力
きょうりょく

の程
ほど

宜
よろ

しくお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ・プラチナ会長 田代省三様から質問や助言

をいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

スナップ 

デーリー東北さんが取材にご協力くださいました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スナップ 

最後に全員でお疲れ様のアイスをいただきました！ 


